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1 背景
現在クラウドコンピューティングの技術は急速に発

展している [1]．クラウドコンピューティングを利用
し，構築されたウェブサービスが次々と生まれている．
ウェブのトレンドの変化は速度は非常に速く，今後ま
すますウェブサービスが増えていくこと予想される．
そのため，ウェブサービスをより容易に素早く構築で
きるようにする必要がある．本稿ではクラウドコン
ピューティングを使用したウェブアプリケーションを
容易かつ迅速に構築できるプラットフォームについて
述べる．

2 次世代クラウドコンピューティング基盤
現在のウェブサービスでは文字だけでなく，写真や

動画像，音楽など様々なコンテンツを扱わなければな
らない．これらのコンテンツ構成するデータは，ペイ
ロードデータのほかに，動画像のタイトル，制作者，
制作日時などプロパティ情報もある．現在多くのアプ
リケーションでは，コンテンツデータはファイルシス
テム，プロパティ情報をRDBMSと別々の手法で保存
している．そのため，コンテンツを利用するウェブア
プリケーションを構築する場合，それらを組み合わせ
て利用しなければならない．また，新たな種類のコン
テンツが増えるごとに保存の仕方，利用の仕方が異な
るためアプリケーションを変更する必要が出てきてし
まう．
そこで，コンテンツをオブジェクト化し抽象化を行

い管理を行う．コンテンツをオブジェクトとして扱う
ことによりコンテンツの種類による，保存や利用方法
の差を吸収することが可能である．また，オブジェク
トにはペイロードとプロパティ，さらには処理を含む
ことができるため，アクセス手順やロジックを隠すこ
とができる．これにより，新たなコンテンツへ対応す
る場合リポジトリ部分を対応させることによりアプリ
ケーションに一切手を加えることなく利用することが
可能になる．このオブジェクトリポジトリをRaptor[2]
と名付ける．
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3 Raptorの内部構造
Raptorのアーキテクチャを図 1に示す．Raptorでは

コンテンツ一つ一つををWrapperObjectという Java
のオブジェクトとして保存する．すべてのWrapper-
Objectはツリー構造で管理されており，URIを用い
てアクセスすることができる．

JavaプログラムからRaptorを使用する場合，RMI
を利用しアクセスを行う．WrapperObject の操作は
WrapperObjectからさらに通常のファイルに相当する
オブジェクトを取得しおこなう．このファイルはCrud-
sObjectと呼ばれ，Create，Read，Update，Delete，
Searchの頭文字から名付けられている．また，Crud-
sObjectを通してプロパティの保存や取得することも
できる．一つのWrapperObjectがコンテンツから必
要に応じて複数の CrudsObjectを生成する仕組みに
なっている．CrudsObjectにもすべて名前がついてお
り，URIを用いたアクセスが可能である．
また，HTTP経由でも利用することができる．Rap-

torと RMI通信を行う Servletを通すことにより可能
である．この ServletがHTTPのリクエストを受け付
け，Raptorとやりとりを行い返答を行う．
オブジェクトを構成するデータはそれぞれ，ペイ

ロードデータをファイルシステム，プロパティ情報を
RDBMSに保存している．RDBMS，ファイルシステ
ムにアクセスするクラスはプラグイン形式になってお
り，他のサービスに接続する実装をを作成することに
よりAmazonS3やGoogleDrive，XMLデータベース
などへ接続が可能になる．これにより Raptorは様々
なプラットフォーム上で運用することが可能になる．

4 Raptorによるアプリケーション構築
Raptorを使用することにより，ウェブアプリケー

ションを容易に構築することが可能になる．Raptorの
リポジトリはツリー構造をしており，保存されている
オブジェクトにすべて URIが付加されている．これ
により HTTPとの親和性が非常に高く，GETメソッ
ドによるコンテンツの読み込みだけでなく，PUTメ
ソッドによる保存やDELETEメソッドによる削除な
ども可能である．また，RESTを使用することにより，
プロパティを保存したり取得したりといったことも可
能である．

WrapperObject は複数の CrudsObject を保持
することができる．たとえば，文書 Wrapper-
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図 1: Raptorのアーキテクチャ

Object が “/sample.doc” に保存されている場合，
“/sample.doc/thumb-1.jpg”にアクセスをすると文書
の 1ページ目のサムネイルが取得することができる．
実際は “/sample.doc/page1.jpg” にコンテンツは存
在するのでなく，“/sample.doc” の WrapperObject
がサムネイル画像を含む CrudsObjectを動的に生成
し返している．この機能を用いることにより，コンテ
ンツに対する処理も URIにマッピングすることが可
能になる．よってアプリケーションを実装する場合
あたかも通常のファイルシステムにアクセスしてい
るかのように URIを指定し処理を行い結果を受け取
ることが可能になる．

URIを用いた処理はすべてのWrapperObjectに共
通な仕様なものもある．たとえば，保存されたコンテ
ンツをウェブブラウザで表示したい場合，URI の後
ろに “!app/show.html”をつけることによりブラウザ
で表示できる形で取得できる．また編集したい場合は
“!app/edit.html”をつけることにより編集画面がブラ
ウザ上に表示される．これにより，アプリケーション
を構築する場合，コンテンツの種類を気にすることな
く，表示や編集機能を付加することができる．

Raptorに保存されているオブジェクトを検索するこ
とも可能である．検索はオブジェクトに付加されたプ
ロパティ情報を使用し行うことができる．プロパティ
はユーザが付加するだけでなく，オブジェクトが動的
に付加することも可能である．たとえば，文書コンテ
ンツから，キーワードを抜き出し，プロパティに付加
することで自動的に検索の対象にすることも可能で
ある．

Raptor へのアクセスは HTTP 経由だけでなく，
Java，Javascript，PHPから利用することができる．

4.1 動画アプリケーションの例
動画像を様々な端末やブラウザから再生出来るよう

にするには，それぞれの端末にあったフォーマットの
動画像を用意する必要がある．そのため動画アプリ
ケーションではあらかじめエンコードを行い用意して
おく必要がある．Raptorでは動画像が保存されたと
き，WrapperObjectが自動的に TaskServerに動画像
の変換ジョブを渡す．TaskServerは ffmpegを使用し，
複数のフォーマットの動画像へ変換を行い，Wrapper-
Object内に保存する．一つのWrapperObjectは複数
のコンテンツを複数の CrudsObjectとして保存する
ことができるため，複数の動画フォーマットも一つの
WrapperObject として管理できる．さらに，アクセ
スごとに振る舞いを変えることができるので，アクセ
スした端末やブラウザごとに適切なプレイヤーや動画
ファイルの CrudsObjectをWrapperObjectが選択し
て返すことが可能になる．アクセスする URIは同じ
なので，どの環境でもアプリケーションの作成者は意
識することなく URIを指定して再生させることが可
能になる．

5 実装
Raptorの開発言語は Java6である．OSはCentOS

5.4，Windows 7 Enterprize 64bitである．IDEはNet-
Beans6.9.1を使用した．プロジェクト管理にはApache
Maven2，ソースコードのバージョン管理には Gitを
使用した．
ソースコードの規模はステップ数約 30000，ファイ

ル数約 300となった．ベータ版の実装を 2008年 6月
から，Version1の実装を 2009年 4月から，そして現
在のVersion2は 2010年 4月から実装行い，現在は運
用できる形になった [3]．

6 今後の予定
Raptorは今年度中に東京工科大学で全学生に向け

大規模に運用される予定である．Raptorを利用する
１つの方法として，HTML5を用いたガジェットベー
スの GUIと組み合わせて統合環境化を行う．これに
より Raptor上のコンテンツをガジェットとして扱え
るようにする．これらを利用し講義情報をデータベー
ス化し授業に使用する．
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